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【
事
実
】

M
株
式
会
社
（
以
下
、
「
破
産
会
社
」
と
い
う
）

は
、
平
成
―
一
年
九
月
一
六
日
、
大
阪
地
方
裁
判
所
に
お
い
て

破
産
宣
告
を
受
け
、
弁
護
士
で
あ
る

X
が
破
産
管
財
人
に
選
任

(
l
)
 

さ
れ
た
。
大
阪
地
方
裁
判
所
は
、

X
の
報
酬
を
、
平
成
―
二
年

六
月
二
九
日
に
三

0
0
0万
円
、
平
成
一
三
年
三
月
ニ
―
日
に

五
0
0
0万
円
と
す
る
旨
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
、
こ
れ
に
応
じ
て

X
は
平
成
―
二
年
七
月
三
日
と
平
成
一
三
年
三
月
二
八
日
に
対

応
す
る
報
酬
の
支
払
い
を
し
た
（
以
下
、
「
本
件
各
報
酬
」
と
い

う
）
。
ま
た
、

X
は
、
平
成
―
二
年
八
月
三

0
日
、
破
産
会
社
の

元
従
業
員
ら
二
七

0
名
（
い
ず
れ
も
平
成
―
一
年
九
月
一
六
日

を
も
っ
て
退
職
し
て
い
た
）
を
債
権
者
と
す
る
退
職
金
債
権

（
以
下
、
「
本
件
各
退
職
金
債
権
」
と
い
う
）
に
対
し
、
合
計
五

億
九
四
一
五
万
二
八

0
八
円
の
配
当
を
し
た
。

X
は
こ
れ
ら
の

報
酬
の
支
払
い
な
い
し
配
当
に
際
し
て
、
源
泉
所
得
税
を
徴
収

せ
ず
、
ま
た
納
付
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

住
吉
税
務
署
長
は
、
平
成
一
五
年
一

0
月
二
三
日
付
け
で
、

(
2
)
 

X
に
対
し
、
次
の
と
お
り
の
源
泉
所
得
税
の
納
税
告
知
（
以
下
、

「
本
件
各
納
税
告
知
」
と
い
う
）
と
不
納
付
加
算
税
の
賦
課
決

定
（
以
下
、
「
本
件
各
賦
課
決
定
」
と
い
う
）
を
し
た
（
以
下
、

両
者
を
合
わ
せ
て
「
本
件
各
処
分
」
と
い
う
）
。
平
成
―
二
年
七

月
の
支
払
に
係
る
源
泉
所
得
税
五
九

0
万
円
の
納
税
告
知
及
び

不
納
付
加
算
税
五
九
万
円
の
賦
課
決
定
。
平
成
―
二
年
八
月
の

支
払
に
係
る
源
泉
所
得
税
二

0
一
三
万
七
五

0
0
円
の
納
税
告

知
及
び
不
納
付
加
算
税
二

0
一
万
三

0
0
0円
の
賦
課
決
定
。

平
成
一
三
年
三
月
の
支
払
に
係
る
源
泉
所
得
税
九
九

0
万
円
の

納
税
告
知
及
び
不
納
付
加
算
税
九
九
万
円
の
賦
課
決
定
。
住
吉

税
務
署
長
は
、
平
成
一
五
年
一

0
月
二
八
日
付
け
で
、

X
に
対

し
、
本
件
各
納
税
告
知
に
係
る
源
泉
所
得
税
及
び
本
件
各
賦
課

決
定
に
係
る
不
納
付
加
算
税
並
び
に
延
滞
税
に
つ
い
て
交
付
要

一一

学

習

院

大

学

渕

教

授

圭

吾

求
を
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、

X
は
被
告
国

(Y)
を
相
手
取
っ
て
、
本

件
各
処
分
に
係
る
納
税
義
務
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
確
認
を
求

め
た
。
な
お
、

X
は
前
記
各
報
酬
の
支
払
な
い
し
配
当
に
加
え

て
、
司
法
書
士
へ
の
報
酬
を
支
払
っ
て
お
り
、
こ
の
報
酬
の
支

払
に
つ
い
て
も
住
吉
税
務
署
長
は
納
税
告
知
及
び
不
納
付
加
算

税
賦
課
決
定
を
行
っ
て
い
た
が
、

X
は
こ
れ
ら
の
処
分
に
係
る

租
税
に
つ
い
て
は
源
泉
徴
収
納
付
義
務
不
存
在
確
認
の
対
象
と

し
て
い
な
い
。

第
一
審
（
大
阪
地
判
平
成
一
八
年
一

0
月
二
五
日
判
時
一
九

八
0
号
五
五
頁
）
は
、
ま
ず
、
弁
護
士
が
破
産
管
財
人
と
し
て

行
う
業
務
は
所
得
税
法
二

0
四
条
一
項
二
号
に
い
う
弁
護
士
の

業
務
に
該
当
す
る
か
ら
、
破
産
管
財
人
の
受
け
る
報
酬
は
同
号

に
い
う
弁
護
士
の
業
務
に
関
す
る
報
酬
又
は
料
金
に
該
当
す
る

と
判
断
し
、
本
件
各
報
酬
が
同
号
に
い
う
弁
護
士
の
業
務
に
関

す
る
報
酬
又
は
料
金
に
当
た
る
と
し
た
。

次
に
、
源
泉
徴
収
に
よ
る
所
得
税
に
つ
い
て
徴
収
・
納
付
の

義
務
を
負
う
と
さ
れ
る
「
支
払
を
す
る
者
」
と
は
当
該
支
払
に

係
る
経
済
的
出
捐
の
効
果
の
帰
属
主
体
を
い
う
と
し
た
上
で
、

破
産
債
権
に
対
す
る
配
当
及
び
財
団
債
権
に
対
す
る
弁
済
に
係

る
経
済
的
出
捐
の
効
果
の
帰
属
主
体
は
破
産
者
で
あ
る
か
ら
、

配
当
又
は
弁
済
に
つ
い
て
源
泉
徴
収
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
場

合
の
「
支
払
を
す
る
者
」
は
破
産
者
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、

源
泉
所
得
税
の
徴
収
及
び
納
付
が
、
破
産
財
団
の
管
理
及
び
処

分
に
係
る
事
務
と
し
て
、
破
産
管
財
人
の
権
限
に
包
含
さ
れ
る

と
解
し
た
。
な
お
、
こ
の
結
論
を
導
く
過
程
で
、
源
泉
徴
収
に

係
る
租
税
債
権
は
破
産
法
四
七
条
二
号
但
書
の
規
定
に
よ
り
財

団
債
権
に
該
当
す
る
と
判
断
し
て
い
る
。

X
は
控
訴
し
、
控
訴
審
に
お
い
て
、
予
備
的
請
求
と
し
て
、

Y
の
X
に
対
す
る
源
泉
所
得
税
及
び
不
納
付
加
算
税
の
各
債
権

が
財
団
債
権
で
な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
。

原
審
（
大
阪
高
判
平
成
二

0
年
四
月
二
五
日
金
商
一
三
五
九

号
二
八
頁
）
は
、
破
産
会
社
が
源
泉
徴
収
義
務
を
負
担
す
る
こ

と
を
前
提
に
、
破
産
管
財
人
は
管
理
権
限
の
行
使
と
し
て
源
泉

所
得
税
の
徴
収
・
納
付
義
務
を
負
う
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
源

泉
所
得
税
の
納
税
義
務
は
破
産
財
団
の
管
理
上
な
さ
れ
た
支
払

に
付
随
し
て
当
然
に
成
立
し
確
定
す
る
納
税
義
務
で
あ
り
、
破

産
法
四
七
条
二
号
但
書
の
「
破
産
財
団
二
関
シ
テ
生
シ
タ
ル
モ

ノ
」
に
該
当
す
る
と
し
た
。
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X
が
上
告
・
上
告
受
理
申
立
て
。

【
判
旨
】
①
弁
護
士
で
あ
る
破
産
管
財
人
が
支
払
を
受
け
る

報
酬
は
、
所
得
税
法
二

0
四
条
一
項
二
号
に
い
う
弁
護
士
の
業
務

に
関
す
る
報
酬
に
該
当
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、
同
項
の

規
定
が
同
号
所
定
の
報
酬
の
支
払
を
す
る
者
に
所
得
税
の
源
泉
徴

収
義
務
を
課
し
て
い
る
の
は
、
当
該
報
酬
の
支
払
を
す
る
者
が
こ

れ
を
受
け
る
者
と
特
に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
て
、
徴
税
上
特
別
の

便
宜
を
有
し
、
能
率
を
挙
げ
得
る
点
を
考
慮
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
三
一
年
困
第
一
〇
七
一
号
同
三
七
年
ニ

月
二
八
日
大
法
廷
判
決
・
刑
集
一
六
巻
二
号
ニ
―
二
頁
参
照
）
。

破
産
管
財
人
の
報
酬
は
、
旧
破
産
法
四
七
条
三
号
に
い
う
「
破

産
財
団
ノ
管
理
、
換
価
及
配
当
二
関
ス
ル
費
用
」
に
含
ま
れ
（
最

高
裁
昭
和
四

0
年
切
第
一
四
六
七
号
同
四
五
年
一

0
月
三

0
日
第

二
小
法
廷
判
決
・
民
集
二
四
巻
―
一
号
一
六
六
七
頁
参
照
）
、
破

産
財
団
を
責
任
財
産
と
し
て
、
破
産
管
財
人
が
、
自
ら
行
っ
た
管

財
業
務
の
対
価
と
し
て
、
自
ら
そ
の
支
払
を
し
て
こ
れ
を
受
け
る

の
で
あ
る
か
ら
、
弁
護
士
で
あ
る
破
産
管
財
人
は
、
そ
の
報
酬
に

つ
き
、
所
得
税
法
二

0
四
条
一
項
に
い
う
「
支
払
を
す
る
者
」
に

当
た
り
、
同
項
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
ら
の
報
酬
の
支
払
の

際
に
そ
の
報
酬
に
つ
い
て
所
得
税
を
徴
収
し
、
こ
れ
を
国
に
納
付

す
る
義
務
を
負
う
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

そ
し
て
、
破
産
管
財
人
の
報
酬
は
、
破
産
手
続
の
遂
行
の
た
め

に
必
要
な
費
用
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
破
産
財
団
の
管
理
の
上
で

当
然
支
出
を
要
す
る
経
費
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
支

払
の
際
に
破
産
管
財
人
が
控
除
し
た
源
泉
所
得
税
の
納
付
義
務

は
、
破
産
債
権
者
に
お
い
て
共
益
的
な
支
出
と
し
て
共
同
負
担
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
弁
護
士
で
あ
る
破
産
管
財

人
の
報
酬
に
係
る
源
泉
所
得
税
の
債
権
は
、
旧
破
産
法
四
七
条
二

号
た
だ
し
書
に
い
う
「
破
産
財
団
二
関
シ
テ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
」
と

し
て
、
財
団
債
権
に
当
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和

三
九
年
R
第
六
号
同
四
三
年
一

0
月
八
日
第
三
小
法
廷
判
決
・

民
集
二
二
巻
一

0
号
二

0
九
三
頁
、
最
高
裁
昭
和
五
九
年
＠
第

三
三
三
号
同
六
二
年
四
月
ニ
―
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
四
一

巻
三
号
三
二
九
頁
参
照
）
。
ま
た
、
不
納
付
加
算
税
の
債
権
も
、

本
税
で
あ
る
源
泉
所
得
税
の
債
権
に
附
帯
し
て
生
ず
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
旧
破
産
法
の
下
に
お
い
て
、
財
団
債
権
に
当
た
る
と
解

さ
れ
る
（
前
掲
最
高
裁
昭
和
六
二
年
四
月
ニ
―
日
第
三
小
法
廷
判

決
参
照
）
。

切
所
得
税
法
一
九
九
条
の
規
定
が
、
退
職
手
当
等
（
退
職
手

当
、
一
時
恩
給
そ
の
他
の
退
職
に
よ
り
一
時
に
受
け
る
給
与
及
び

こ
れ
ら
の
性
質
を
有
す
る
給
与
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
支
払

を
す
る
者
に
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
を
課
し
て
い
る
の
も
、
退

職
手
当
等
の
支
払
を
す
る
者
が
こ
れ
を
受
け
る
者
と
特
に
密
接
な

関
係
に
あ
っ
て
、
徴
税
上
特
別
の
便
宜
を
有
し
、
能
率
を
挙
げ
得

る
点
を
考
慮
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
前
掲
最
高
裁
昭
和

三
七
年
二
月
二
八
日
大
法
廷
判
決
参
照
）
。

破
産
管
財
人
は
、
破
産
手
続
を
適
正
か
つ
公
平
に
遂
行
す
る
た

め
に
、
破
産
者
か
ら
独
立
し
た
地
位
を
与
え
ら
れ
て
、
法
令
上
定

め
ら
れ
た
職
務
の
遂
行
に
当
た
る
者
で
あ
り
、
破
産
者
が
雇
用
し

て
い
た
労
働
者
と
の
間
に
お
い
て
、
破
産
宣
告
前
の
雇
用
関
係
に

関
し
直
接
の
債
権
債
務
関
係
に
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
破
産
債
権

で
あ
る
上
記
雇
用
関
係
に
基
づ
く
退
職
手
当
等
の
債
権
に
対
し
て

配
当
を
す
る
場
合
も
、
こ
れ
を
破
産
手
続
上
の
職
務
の
遂
行
と
し

て
行
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
破
産
管
財
人
と
上
記
労
働

者
と
の
間
に
、
使
用
者
と
労
働
者
と
の
関
係
に
準
ず
る
よ
う
な
特

に
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
破
産

管
財
人
は
、
破
産
財
団
の
管
理
処
分
権
を
破
産
者
か
ら
承
継
す
る

が
（
旧
破
産
法
七
条
）
、
破
産
宣
告
前
の
雇
用
関
係
に
基
づ
く
退

職
手
当
等
の
支
払
に
関
し
、
そ
の
支
払
の
際
に
所
得
税
の
源
泉
徴

収
を
す
べ
き
者
と
し
て
の
地
位
を
破
産
者
か
ら
当
然
に
承
継
す
る

と
解
す
べ
き
法
令
上
の
根
拠
は
存
し
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
破
産

管
財
人
は
、
上
記
退
職
手
当
等
に
つ
き
、
所
得
税
法
一
九
九
条
に

い
う
「
支
払
を
す
る
者
」
に
含
ま
れ
ず
、
破
産
債
権
で
あ
る
上
記

退
職
手
当
等
の
債
権
に
対
す
る
配
当
の
際
に
そ
の
退
職
手
当
等
に

つ
い
て
所
得
税
を
徴
収
し
、
こ
れ
を
国
に
納
付
す
る
義
務
を
負
う

も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

【
評
釈
】
一
本
判
決
の
意
義

本
判
決
は
、
破
産
管
財
人
の
報
酬
の
支
払
お
よ
び
破
産
宣
告
前

の
雇
用
関
係
に
基
づ
く
退
職
手
当
等
の
支
払
に
際
し
て
の
破
産
管

財
人
の
源
泉
徴
収
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
初
め
て

の
最
高
裁
判
決
で
あ
る
。
従
来
、
破
産
管
財
人
の
源
泉
徴
収
義
務

の
有
無
お
よ
び
範
囲
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
か
っ
た
た
め
、
本
判

決
の
実
務
に
与
え
る
意
味
は
大
き
い
。
も
っ
と
も
、
本
判
決
は
非

常
に
簡
潔
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
文
言
や
論
理
に
つ
い
て
は
大

き
な
解
釈
の
余
地
が
存
在
す
る
。
以
下
、
（
二
）
で
本
判
決
以
前

の
議
論
状
況
を
簡
単
に
紹
介
し
、
（
三
）
以
下
で
本
判
決
に
関
す

る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
こ
れ
ま
で
の
議
論
状
況

評
者
の
周
辺
の
東
京
を
中
心
と
し
て
活
動
す
る
弁
護
士
の
方
々

の
話
に
よ
れ
ば
、
従
来
、
労
働
債
権
に
対
す
る
配
当
の
際
に
所
得
税

(3) 

等
の
源
泉
徴
収
を
行
う
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
比
較
的
古
い
文
献
の
中
に
は
、
税
務
署
か
ら
源
泉
徴
収
を
す

(
4
)
 

る
よ
う
に
と
要
請
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
破
産
手
続
開
始
後
に
破
産
財
団
な
い
し
破
産
管

財
人
と
の
間
で
源
泉
所
得
税
の
課
税
要
件
に
該
当
す
る
よ
う
な
法

律
関
係
に
立
つ
者
（
四
悶
頑
立
印
試
認
詣
環
訊
野
謡
嗜
）
に
対

す
る
支
払
に
際
し
て
は
、
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ

り
、
本
件
で
も
司
法
書
士
に
対
す
る
報
酬
に
つ
い
て
は
争
わ
れ
て

(
5
)
 

い
な
い
。
破
産
管
財
人
自
身
の
報
酬
に
つ
い
て
、
従
来
、
源
泉
徴

(6) 

収
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

労
働
債
権
に
対
す
る
配
当
の
際
の
源
泉
徴
収
義
務
に
関
し
て

は
、
実
務
家
の
執
筆
し
た
論
文
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど

全
て
が
結
論
と
し
て
源
泉
徴
収
義
務
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
述

(
7
)
 

べ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二

0
0
二
年
の
論
文
で
佐
藤
英
明
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教
授
が
源
泉
徴
収
義
務
を
正
面
か
ら
肯
定
し
た
。

否
定
説
の
論
拠
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
あ
っ
た
。

第
一
に
、
源
泉
徴
収
税
は
破
産
会
社
の
所
得
に
対
す
る
税
金
の

(
8
)
 

滞
納
で
は
な
い
か
ら
配
当
要
求
の
対
象
と
な
り
え
な
い
。

第
二
に
、
配
当
さ
れ
る
労
働
債
権
は
所
得
税
法
一
八
三
条
に
い

(
9
)
 

う
給
与
所
得
と
し
て
の
性
質
を
失
っ
て
い
る
。
別
の
理
由
を
正
当

化
す
る
た
め
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
破
産
管
財
人

が
配
当
加
入
債
権
の
実
体
法
上
の
法
的
性
質
を
考
慮
し
て
源
泉
徴

収
納
付
を
行
う
こ
と
は
、
配
当
手
続
の
本
質
に
背
馳
す
る
」
と
い

(10) 

う
コ
メ
ン
ト
も
、
こ
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

第
三
に
、
個
別
執
行
の
場
合
に
執
行
機
関
は
源
泉
徴
収
義
務
を

負
わ
な
い
の
だ
か
ら
、
包
括
執
行
の
場
合
に
破
産
管
財
人
が
源
泉

徴
収
義
務
を
負
う
理
由
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解

は
、
国
税
徴
収
法
二
条
一
三
号
に
い
う
「
執
行
機
関
」
と
し
て

「
破
産
管
財
人
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
破
産
管

財
人
を
執
行
機
関
と
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
、
個
別
執
行
の
場
合

に
執
行
裁
判
所
及
び
執
行
官
に
源
泉
徴
収
義
務
が
課
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
理
由
に
、
破
産
管
財
人
に
つ
い
て
も
同
様
に
扱
う
べ
き

(11) 

だ
と
い
う
。

第
四
に
、
個
別
執
行
の
場
合
に
債
務
者
は
源
泉
徴
収
義
務
を
負

わ
な
い
の
だ
か
ら
、
包
括
執
行
の
場
合
に
も
破
産
者
な
い
し
破
産

財
団
が
源
泉
徴
収
義
務
を
負
う
理
由
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
本
件
の
原
告
側
代
理
人
が
述
べ
て
い
る
見
解
で

あ
ー
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
見
解
が
主
張
さ
れ
た
後
に
最
判
平
成
二

三
年
三
月
二
二
日
民
集
六
五
巻
二
号
七
三
五
頁
が
現
れ
た
の
で
、

立
論
の
前
提
を
見
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
五
に
、
仮
に
破
産
者
が
源
泉
徴
収
義
務
を
負
う
と
し
て
も
、

源
泉
徴
収
義
務
は
「
公
法
上
の
義
務
」
で
あ
る
の
で
、
破
産
管
財

(13) 

人
は
こ
れ
を
承
継
し
な
い
。

第
六
に
、
源
泉
徴
収
を
行
お
う
と
す
る
と
破
産
管
財
人
に
と
っ

(14) 

て
多
大
な
費
用
と
時
間
が
か
か
る
。

第
七
に
、
源
泉
徴
収
を
行
う
こ
と
に
よ
る
追
加
の
費
用
を
他
の

(15) 

破
産
債
権
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、

前
述
第
六
の
理
由
を
も
含
む
よ
う
に
読
め
な
く
な
い
が
、
「
源
泉

徴
収
制
度
は
、
給
与
等
に
つ
い
て
の
効
率
的
な
徴
税
の
視
点
か
ら

事
業
者
な
ど
の
徴
収
納
付
義
務
者
に
合
理
的
な
範
囲
で
負
担
を
課

す
と
の
考
え
方
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
給

与
等
が
対
価
と
な
っ
て
い
る
役
務
等
の
給
付
を
受
領
す
る
者
以
外

の
者
に
源
泉
徴
収
義
務
を
認
め
、
そ
の
徴
収
を
破
産
債
権
者
の
負

担
に
お
い
て
行
わ
せ
る
こ
と
は
、
制
度
の
趣
旨
か
ら
み
て
適
当
で

(16) 

な
い
」
と
言
わ
れ
る
。

第
八
に
、
そ
も
そ
も
、
源
泉
徴
収
義
務
は
、
源
泉
徴
収
義
務
者

と
受
給
者
（
源
泉
納
税
義
務
者
）
と
の
間
に
「
特
に
密
接
な
関

係
」
な
い
し
「
特
別
な
関
係
」
が
あ
る
場
合
に
の
み
憲
法
上
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
破
産
管
財
人
と
元
従
業
員
の
よ
う
に
そ

の
よ
う
な
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
前
者
に
源
泉
徴
収
義
務

(17) 

を
課
す
こ
と
は
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
。

第
九
と
し
て
、
労
働
債
権
に
対
す
る
配
当
に
か
か
る
源
泉
徴
収

税
は
、
破
産
法
上
、
財
団
債
権
に
も
破
産
債
権
に
も
あ
た
ら
な

(18) 

い
、
と
い
う
見
解
も
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
肯
定
説
の
佐
藤
教
授
は
、
破
産
管
財
人
が

「
執
行
機
関
と
し
て
賃
金
債
権
に
配
当
を
行
っ
た
と
解
し
て
も
、

給
与
の
支
払
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業
主
の
地
位
に
付
着

す
る
義
務
と
し
て
破
産
財
団
（
な
い
し
破
産
管
財
人
、
以
下
同

じ
。
）
に
源
泉
徴
収
義
務
、
納
付
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
に

な
ー
る
」
。
こ
の
徴
収
納
付
義
務
は
破
産
法
上
「
破
産
財
団
に
関
し

て
生
じ
た
租
税
債
権
（
破
産
四
七
条
二
号
但
書
）
で
あ
る
と
考
え

る
べ
き
だ
と
思
う
。
破
産
財
団
は
破
産
債
権
に
対
す
る
配
当
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
優
先
的
破
産
債
権

た
る
賃
金
債
権
に
配
当
す
る
こ
と
に
付
随
し
て
当
然
に
成
立
す
る

義
務
は
、
ま
さ
に
破
産
財
団
に
関
し
て
生
じ
た
義
務
だ
と
解
し
う

(20) 

る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
実
質
的
に
も
適
正

な
課
税
を
確
保
す
る
た
め
に
源
泉
徴
収
義
務
を
肯
定
し
た
方
が
よ

(21) 

い
と
結
論
づ
け
る
。
な
お
、
源
泉
徴
収
義
務
に
つ
い
て
「
制
度
論

と
し
て
両
論
あ
り
う
る
」
と
し
つ
つ
、
従
業
員
の
還
付
請
求
権
を

確
保
す
る
た
め
の
「
源
泉
徴
収
票
作
成
義
務
に
つ
い
て
は
、
破
産

(22) 

管
財
人
に
負
わ
せ
る
制
度
が
合
理
的
」
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
特
に
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
労
働
債
権
の

配
当
を
受
け
る
者
が
非
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
際
的
な
情

報
交
換
・
徴
収
共
助
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
肯
定

説
を
採
用
し
な
い
と
事
実
上
課
税
及
び
徴
収
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三
本
判
決
の
論
理
構
造

第
一
審
•
原
審
判
決
は
、
破
産
者
を
「
支
払
を
す
る
者
」
と
し

た
上
で
、
破
産
管
財
人
が
そ
の
管
理
権
限
の
行
使
と
し
て
源
泉
徴

収
義
務
を
負
う
と
し
て
明
確
に
肯
定
説
に
与
し
た
。
本
判
決
も
、

日
破
産
管
財
人
の
報
酬
の
支
払
に
つ
い
て
は
源
泉
徴
収
義
務
を
肯

定
し
、
口
源
泉
所
得
税
債
権
を
財
団
債
権
と
位
置
づ
け
た
。
と
こ

ろ
が
、
本
判
決
は
、
曰
退
職
手
当
等
の
支
払
に
つ
い
て
は
源
泉
徴

収
義
務
を
否
定
し
た
。

判
旨
の
①
第
一
段
落
は
、
報
酬
に
関
す
る
源
泉
徴
収
の
趣
旨
を

昭
和
三
七
年
最
判
か
ら
導
い
て
い
る
。
第
二
段
落
で
は
、
破
産
管

財
人
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
報
酬
に
つ
い
て
破
産
管
財
人
に
源
泉

徴
収
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
段
落

は
、
報
酬
に
関
す
る
源
泉
所
得
税
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
、
そ
れ

が
財
団
債
権
に
あ
た
る
と
判
示
し
て
い
る
。

判
旨
の
②
の
第
一
段
落
は
、
退
職
手
当
等
に
関
す
る
源
泉
徴
収

の
趣
旨
を
昭
和
三
七
年
最
判
か
ら
導
い
て
い
る
。
第
二
段
落
で

は
、
第
一
文
が
、
破
産
管
財
人
と
元
従
業
員
と
の
間
の
直
接
の
関

係
に
着
目
し
た
場
合
に
、
破
産
管
財
人
の
源
泉
徴
収
義
務
を
肯
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
二
文

は
、
破
産
管
財
人
が
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
す
べ
き
者
と
し
て
の

地
位
を
破
産
者
か
ら
承
継
す
る
と
い
え
な
い
と
し
て
、
破
産
管
財

人
の
源
泉
徴
収
義
務
を
否
定
し
て
い
る
。
第
三
文
が
、
結
論
と
し

て
破
産
管
財
人
に
源
泉
徴
収
義
務
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
簡
素
に
書
か
れ
た
本
判
決
で
あ
る
が
、
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評
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
諸
点
に
つ
い
て
検
討
の
余
地

を
残
し
て
い
る
。

第
一
に
、
本
判
決
は
退
職
手
当
等
に
つ
い
て
破
産
管
財
人
は
源

泉
徴
収
義
務
を
負
わ
な
い
（
「
支
払
を
す
る
者
」
に
あ
た
ら
な
い
）

と
判
断
し
て
い
る
が
、
こ
の
判
断
が
、
そ
も
そ
も
「
支
払
を
す
る

者
」
が
誰
も
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
破
産
者
な
い
し
裁
判
所
が
「
支
払
を
す
る
者
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
ど
ち
ら
な
の
か
が
明
ら

か
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
と
考
え
る
か
に
よ
っ
て
、
本
判
決
の
射
程

は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。

第
二
に
、
第
一
審
・
控
訴
審
判
決
と
異
な
り
、
本
判
決
は
破
産

者
が
負
う
源
泉
徴
収
義
務
を
破
産
管
財
人
が
承
継
す
る
可
能
性
に

つ
い
て
「
当
然
に
承
継
す
る
と
解
す
べ
き
法
令
上
の
根
拠
は
存
し

な
い
」
と
一
言
で
切
り
捨
て
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
そ
の
よ
う

に
言
え
る
の
か
、
も
う
少
し
突
き
詰
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
本
判
決
は
、
報
酬
の
支
払
い
に
つ
い
て
源
泉
徴
収
義

務
を
肯
定
し
、
退
職
手
当
等
に
つ
い
て
源
泉
徴
収
義
務
を
否
定
し

た
が
、
な
ぜ
両
者
に
つ
い
て
異
な
る
結
果
に
至
っ
た
の
か
、
十
分

に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

第
四
に
、
本
判
決
が
破
産
管
財
人
に
退
職
金
債
権
の
全
額

(
5

歓
m闘
遵
邸
疇
噂
紐
紐
泣
畔
糾
加
瓢
）
を
元
従
業
員
に
対
し
て
配

当
す
る
こ
と
を
認
め
た
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
配
当
が

許
さ
れ
る
こ
と
を
優
先
順
位
の
観
点
か
ら
も
正
当
化
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
破
産
管
財
人
の
報

酬
に
関
す
る
源
泉
徴
収
税
の
優
先
順
位
に
関
す
る
判
断
理
由
に

も
、
同
様
の
見
地
か
ら
の
疑
問
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
評
釈
で
は
、
以
下
、
こ
れ
ら
の
四
点
に
つ
い
て
順

に
検
討
す
る
。

四
「
支
払
を
す
る
者
」
は
存
在
す
る
の
か

本
判
決
か
ら
は
、
破
産
者
が
源
泉
徴
収
義
務
を
負
う
「
支
払
を

す
る
者
」
に
あ
た
る
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

調
査
官
解
説
も
「
破
産
者
本
人
の
源
泉
徴
収
義
務
を
認
め
る
か
否

か
」
が
本
判
決
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
認
め
る

(23) 

場
合
と
認
め
な
い
場
合
両
方
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
本
判
決
の
理
解
と
し
て
、
「
破
産
者
自

身
に
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
す
べ
き
者
と
し
て
の
地
位
が
あ
る
こ

(24) 

と
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

し
か
し
、
評
者
は
、
本
判
決
は
破
産
者
自
身
に
源
泉
徴
収
義
務

が
な
い
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由

は
、
第
一
に
、
破
産
手
続
開
始
に
伴
い
破
産
者
は
そ
の
財
産
管
理

処
分
権
を
剥
奪
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
事
実
上
に
せ
よ
破
産
管
財
人

の
協
力
な
く
し
て
は
源
泉
徴
収
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
破
産
管
財
人
の
事
実
上
の
義
務
に
つ

い
て
本
判
決
が
訴
訟
物
で
な
い
と
の
理
由
で
沈
黙
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
不
親
切
で
あ
る
。
第
二
に
、
後
述
の
と

お
り
、
破
産
管
財
人
の
法
的
地
位
に
鑑
み
る
と
、
破
産
管
財
人
は

破
産
者
の
源
泉
徴
収
義
務
を
承
継
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

(25) 

あ
る
。五
破
産
管
財
人
が
源
泉
徴
収
義
務
を
破
産
者
か
ら
承
継
し
な

い
こ
と
の
正
当
化

①
本
判
決
の
問
題
点

本
判
決
は
、
退
職
手
当
等
の
支
払
に
つ
い
て
破
産
管
財
人
の
源

泉
徴
収
義
務
を
否
定
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い

る
。
ま
ず
、
所
得
税
法
一
九
九
条
の
規
定
が
退
職
手
当
等
の
支
払

を
す
る
者
に
源
泉
徴
収
義
務
を
課
し
て
い
る
の
は
「
退
職
手
当
等

の
支
払
を
す
る
者
が
こ
れ
を
受
け
る
者
と
特
に
密
接
な
関
係
に
あ

っ
て
、
徴
税
上
特
別
の
便
宜
を
有
し
、
能
率
を
挙
げ
得
る
点
を
考

慮
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
一
般
論
を
述
べ
る
。

次
に
、
破
産
管
財
人
と
（
破
産
者
が
雇
用
し
て
い
た
）
労
働
者
と

の
間
に
「
使
用
者
と
労
働
者
と
の
関
係
に
準
ず
る
よ
う
な
特
に
密

接
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
。
ま
た
、

破
産
財
団
の
管
理
処
分
権
を
破
産
者
か
ら
承
継
す
る
破
産
管
財
人

が
破
産
宣
告
前
の
雇
用
関
係
に
基
づ
く
退
職
手
当
等
の
支
払
に
関

し
、
源
泉
徴
収
を
す
べ
き
者
と
し
て
の
地
位
を
破
産
者
か
ら
当
然

に
承
継
す
る
と
解
す
べ
き
法
令
上
の
根
拠
は
存
し
な
い
、
と
い

う
。
そ
し
て
、
破
産
管
財
人
は
所
得
税
法
一
九
九
条
に
い
う
「
支

払
を
す
る
者
」
に
含
ま
れ
ず
、
源
泉
徴
収
義
務
を
負
わ
な
い
と
結

論
づ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
支
払
を
す
る
者
」
と
い
う
文
言
に
即
し
て
判

断
し
た
第
一
審
・
控
訴
審
判
決
と
異
な
り
、
本
判
決
は
源
泉
徴
収

制
度
の
趣
旨
か
ら
導
か
れ
る
一
般
論
（
「
特
に
密
接
な
関
係
」
の

存
否
）
に
破
産
管
財
人
と
労
働
者
の
関
係
が
あ
て
は
ま
る
か
を
検

討
し
て
い
る
。

第
一
審
・
控
訴
審
判
決
で
は
、
破
産
者
が
源
泉
徴
収
義
務
を
負

う
か
ど
う
か
が
ま
ず
検
討
さ
れ
、
次
に
こ
の
義
務
を
破
産
管
財
人

が
引
き
継
ぐ
か
ど
う
か
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
判
決

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
当
然
に
承
継
す
る
と
解
す
べ
き
法
令
上

の
根
拠
は
存
し
な
い
」
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。

本
判
決
の
以
上
の
よ
う
な
叙
述
は
、
原
判
決
の
判
断
を
破
棄
す

る
た
め
の
理
由
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

と
い
う
の
も
、
破
産
管
財
人
と
労
働
者
と
の
関
係
自
体
が
直
接
源

泉
徴
収
義
務
を
基
礎
づ
け
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
自
明
の
事
柄

で
あ
り
、
原
判
決
と
て
破
産
管
財
人
と
労
働
者
と
の
関
係
か
ら
ス

ト
レ
ー
ト
に
源
泉
徴
収
義
務
を
導
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
肝
腎
の
原
判
決
の
理
屈
に
対
し
て

は
、
本
判
決
は
「
法
令
上
の
根
拠
は
存
し
な
い
」
と
言
う
の
み
で

あ
り
、
何
―
つ
論
拠
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

②
考
え
ら
れ
る
説
明

そ
こ
で
、
本
評
釈
で
は
、
破
産
管
財
人
が
破
産
者
の
源
泉
徴
収

義
務
者
と
し
て
の
地
位
を
当
然
に
承
継
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
本
判
決
の
結
論
が
ど
の
よ
う
に
し
て
正
当
化
で
き
る
か
、
考
察

し
て
み
た
い
。

評
者
と
し
て
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
源
泉
徴
収
を
め
ぐ
る

法
律
関
係
の
本
質
、
及
び
、
破
産
管
財
人
の
破
産
者
・
破
産
財
団

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
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ら
、
源
泉
徴
収
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
の
本
質
を
ふ
ま
え
て
は
じ
め

て
、
源
泉
徴
収
義
務
者
が
破
産
し
た
場
合
に
な
お
こ
の
者
（
破
産

者
）
の
源
泉
徴
収
義
務
が
存
続
す
る
か
ど
う
か
が
判
断
で
き
る
か

(26) 

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
破
産
者
に
源
泉
徴
収
義
務
が
存
在
す
る
場

合
に
は
、
破
産
管
財
人
が
破
産
者
に
対
し
て
一
定
の
関
係
に
立
っ

て
は
じ
め
て
、
破
産
管
財
人
に
源
泉
徴
収
義
務
あ
り
と
い
え
る
か

ら
で
あ
る
。

具
体
的
に
言
う
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
源
泉
徴
収
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
の
本
質

源
泉
徴
収
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
な
二
つ
の
考
え
方
が
あ
り
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
2
る
。
な
お
、
言

う
ま
で
も
な
く
源
泉
徴
収
制
度
は
所
得
税
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
以
下
に
お
い
て
支
払
者
と
受
給
者
と
間
の
法
律

関
係
と
い
う
場
合
、
所
得
税
法
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
擬
制
し
て

い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

ま
ず
、
本
来
の
納
税
義
務
者
（
受
給
者
）
を
受
益
者
、
源
泉
徴

収
義
務
者
（
支
払
者
）
を
受
託
者
と
す
る
信
託
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
支
払
者
は
受
給

者
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
、
し
か
し
受
益
者
の
た
め
に
租
税
を
納

付
す
る
。
受
給
者
は
受
益
者
と
目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
原
則

と
し
て
自
ら
納
税
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
し
て
、
信
託
で
あ
る
以
上
、
た
と
え
受
託
者
が
破
産
し
た

(28) 

り
死
亡
し
た
り
し
て
も
、
当
然
に
終
了
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
来
の
納
税
義
務
者
（
受
給
者
）
を
委
任

者
、
源
泉
徴
収
義
務
者
（
支
払
者
）
を
受
任
者
と
す
る
委
任
契
約

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ

ば
、
支
払
者
は
受
給
者
の
た
め
に
、
両
者
の
間
の
信
頼
関
係
に
基

づ
い
て
、
．
租
税
を
納
付
す
る
。
受
任
者
の
破
産
や
死
亡
に
よ
り
委

(29) 

任
は
終
了
す
る
か
ら
、
支
払
者
が
破
産
し
た
り
死
亡
し
た
り
し
た

場
合
に
は
源
泉
徴
収
義
務
は
消
滅
し
、
受
給
者
が
自
ら
納
税
義
務

を
履
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

現
行
所
得
税
法
の
定
め
る
源
泉
徴
収
制
度
が
、
支
払
者
と
受
給

者
の
関
係
と
し
て
、
信
託
と
委
任
の
ど
ち
ら
を
モ
デ
ル
と
し
て
い

る
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

も
っ
ぱ
ら
源
泉
分
離
課
税
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
時
期
の
源

泉
徴
収
制
度
の
説
明
と
し
て
、
「
公
法
上
の
事
務
委
託
で
あ
っ
て
、

而
も
受
託
者
の
同
意
の
有
無
は
問
わ
な
い
と
こ
ろ
の
一
方
的
な
強

(30) 

制
委
託
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
租

税
債
権
者
で
あ
る
国
と
源
泉
徴
収
義
務
者
と
の
間
の
関
係
に
つ
い

て
の
説
明
で
あ
り
、
支
払
者
と
受
給
者
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て

論
者
は
述
べ
て
い
な
い
。

本
判
決
も
引
用
す
る
昭
和
三
七
年
最
判
の
前
後
に
、
源
泉
徴
収

(31) 

義
務
者
の
法
的
地
位
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で

は
、
源
泉
徴
収
義
務
者
を
私
設
の
徴
収
機
関
と
み
る
説
、
事
務
管

(32) 

理
と
み
る
説
、
法
定
代
理
と
み
る
説
、
委
任
と
み
る
説
が
提
示
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
こ
の
よ
う
な
大
上
段
か
ら
の
議
論

(33) 

に
対
す
る
関
心
は
急
速
に
失
わ
れ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
過
去
の
議
論
を
振
り
返
っ
て
も
決
め
手
は
な

い
。
評
者
と
し
て
は
む
し
ろ
、
本
判
決
が
、
受
給
者
が
自
ら
納
税

義
務
を
履
行
す
る
可
能
性
を
ま
っ
た
＜
期
待
し
て
い
な
い
信
託
モ

デ
ル
よ
り
も
、
原
則
で
あ
る
申
告
納
税
制
度
の
例
外
と
し
て
支
払

者
・
受
給
者
の
間
に
信
頼
関
係
を
想
定
し
て
よ
い
よ
う
な
場
合
に

限
っ
て
源
泉
徴
収
義
務
を
課
し
た
と
す
る
委
任
モ
デ
ル
を
選
択
し

た
と
解
釈
し
た
い
。
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
源
泉
徴
収
制
度
に
お
け

る
支
払
者
と
受
給
者
の
間
の
関
係
を
委
任
と
考
え
る
た
め
、
支
払

者
の
破
産
に
よ
り
源
泉
徴
収
義
務
が
解
除
さ
れ
、
原
則
ど
お
り
受

給
者
が
自
ら
納
税
義
務
を
負
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

(34) 

に
考
え
る
こ
と
で
本
判
決
の
射
程
が
見
極
め
や
す
く
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
本
判
決
は
源
泉
徴
収
制
度
の
合
憲
性
に
関
す
る
昭
和
三

七
年
判
決
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
行
法
を
解
釈
す
る
た

め
に
制
度
の
趣
旨
を
述
べ
る
都
合
上
言
及
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

「
特
に
密
接
な
関
係
」
が
な
い
場
合
に
制
度
が
違
憲
と
な
る
と
言

う
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。

伺
破
産
管
財
人
の
法
的
地
位

破
産
管
財
人
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
膨
大
な
議
論
の
蓄
積
が

あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
「
破
産
管
財
人
は
一
面
で
は
破
産
者
の

法
的
地
位
を
受
け
継
ぐ
立
場
に
立
ち
、
他
面
で
は
破
産
債
権
者
の

(35) 

利
益
を
代
表
す
る
地
位
に
立
つ
」
と
い
う
地
位
の
二
面
性
が
承
認

さ
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
（
に
お
い
て
破
産
者
に
実
体
法
上
源
泉
徴
収
義
務
が

あ
る
と
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
破
産
債
権
者
の
利
益
を
代
表
す

る
側
面
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
破
産
管
財
人
は
源
泉
徴
収
義

務
を
負
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
か
、
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
評
者
は
、
結
論
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の

も
、
第
一
に
、
破
産
手
続
開
始
に
よ
り
破
産
者
は
そ
の
財
産
へ
の

管
理
処
分
権
を
失
い
、
破
産
管
財
人
が
こ
の
財
産
へ
の
管
理
処
分

権
を
専
属
的
に
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
3
る
。
破
産
法

は
、
自
由
財
産
の
管
理
処
分
を
除
い
て
は
、
破
産
者
自
身
が
実
体

法
上
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ

る
。
ま
た
、
管
理
処
分
権
の
承
継
に
際
し
て
、
破
産
者
の
権
利
義

務
を
公
法
上
の
そ
れ
と
私
法
上
の
そ
れ
と
に
二
分
し
、
後
者
の
み

が
承
継
さ
れ
る
と
い
う
一
部
の
学
説
に
よ
る
見
解
は
一
般
に
は
承

認
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
破

産
法
は
破
産
者
と
破
産
債
権
者
と
の
利
害
対
立
・
破
産
債
権
者

（
及
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
）
相
互
の
利
害
対
立
に
つ
い
て
、

（
手
続
法
で
は
な
く
）
実
体
法
の
レ
ベ
ル
で
利
害
調
整
を
図
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
裏
か
ら
言
う
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
破
産
管
財
人
に
は
源
泉
徴
収
義
務
が
な
い
と
い
う
結
論
を

導
く
た
め
に
は
、
実
体
法
上
、
破
産
手
続
開
始
決
定
を
契
機
と
し

て
、
破
産
者
11
支
払
者
の
源
泉
徴
収
義
務
が
解
除
さ
れ
る
、
と
言

う
必
要
が
あ
る
。

上
記
の
よ
う
な
評
者
の
立
場
か
ら
は
、
破
産
者
11
支
払
者
の
源

泉
徴
収
義
務
が
解
除
さ
れ
る
と
は
っ
き
り
言
わ
ず
に
、
破
産
管
財
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人
が
破
産
者
か
ら
地
位
を
承
継
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
源
泉

徴
収
義
務
を
否
定
し
た
よ
う
に
読
め
る
本
判
決
の
叙
述
は
、
到
底

支
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

六
報
酬
と
退
職
手
当
等
を
分
け
た
も
の

本
判
決
は
、
原
判
決
と
は
異
な
り
、
退
職
手
当
等
に
つ
い
て
の

み
源
泉
徴
収
義
務
を
否
定
し
た
。
そ
こ
で
、
報
酬
と
退
職
手
当
等

に
つ
い
て
の
判
断
を
分
け
た
理
由
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ

き
、
判
旨
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
判
決
は
報
酬
に
つ
き

「
破
産
財
団
を
責
任
財
産
と
し
て
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
点

は
退
職
手
当
等
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

以
下
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
。

第
一
に
、
財
団
債
権
か
破
産
債
権
か
で
源
泉
徴
収
の
要
否
が
決

ま
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
う
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
労

働
債
権
で
あ
っ
て
も
現
行
破
産
法
の
下
で
財
団
債
権
と
し
て
扱
わ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
源
泉
徴
収
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

(37) 

な
ろ
う
。

第
二
に
、
「
自
ら
そ
の
支
払
を
し
て
こ
れ
を
受
け
る
」
と
い
う

こ
と
が
決
め
手
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い

が
、
破
産
管
財
業
務
に
関
連
し
て
税
理
士
等
に
支
払
う
報
酬
に
つ

い
て
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う

な
（
本
人
で
あ
る
と
い
う
）
事
実
上
の
密
接
な
関
係
を
判
決
が
問

(38) 

題
に
し
て
い
る
と
も
考
え
に
く
い
。

む
し
ろ
、
破
産
手
続
開
始
前
の
原
因
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か

（
労
働
債
権
）
、
そ
れ
と
も
、
破
産
手
続
開
始
後
の
原
因
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
か
（
報
酬
）
に
よ
り
、
区
別
し
て
い
る
と
考
え
る

(39) 

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

評
者
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
本
判
決
は
、
破
産
手
続
開
始
決
定
に

よ
り
破
産
者
の
負
っ
て
い
た
源
泉
徴
収
義
務
が
解
除
さ
れ
、
破
産

手
続
開
始
後
は
破
産
財
団
11
破
産
管
財
人
に
つ
い
て
新
た
に
源
泉

徴
収
義
務
の
存
否
を
判
断
す
る
、
と
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
破
産
者
が
も
と
も
と
源
泉

徴
収
義
務
を
負
わ
な
い
者
（
疇
環
碑
逹
転
鉗
墾
誌
仁
洒
鰤
這
）
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
破
産
管
財
人
を
務
め
る
弁
護
士
が
個
人
事
業
者

（
帽
鰈
灌
）
で
あ
る
以
上
、
破
産
手
続
の
過
程
で
支
払
わ
れ
る

報
酬
等
に
つ
い
て
は
弁
護
士
に
源
泉
徴
収
義
務
が
生
じ
る
と
考
え

(40) 

ざ
る
を
得
な
い
。

優
先
順
位
に
関
す
る
問
題

源
泉
徴
収
を
し
な
い
こ
と
の
優
先
順
位
の
観
点
か
ら
の
正

七,1, 
ー,1し
当
化原
判
決
は
、
退
職
手
当
等
に
つ
い
て
破
産
管
財
人
の
源
泉
徴
収

義
務
を
肯
定
し
た
後
、
そ
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ

が
財
団
債
権
に
あ
た
る
と
判
断
し
て
い
た
。
本
判
決
は
そ
も
そ
も

破
産
管
財
人
の
源
泉
徴
収
義
務
を
否
定
し
た
た
め
か
、
優
先
順
位

に
つ
い
て
判
断
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
評
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
源
泉
徴
収
税
債
務
を
、
一
般

の
租
税
債
務
と
同
様
に
、
源
泉
徴
収
義
務
者
の
租
税
債
権
者

（
国
）
に
対
す
る
直
接
の
債
務
と
構
成
す
る
以
上
（
呻
”
紐
雰
釦

炉

玩

輝

懐

砂

枯

彗

翡

巽

珈

旦

誌

尉

詮

豆

認

心

）

、

源

泉
徴
収
義
務
を
否
定
す
る
に
し
て
も
、
源
泉
徴
収
税
相
当
額
に
つ

い
て
な
お
そ
の
実
体
法
上
の
優
先
順
位
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
源
泉
徴
収
税
相
当
額
に
つ
い

て
そ
の
基
因
と
な
っ
て
い
る
労
働
債
権
よ
り
も
低
い
優
先
順
位
し

か
与
え
な
い
場
合
に
は
、
労
働
債
権
の
全
額
(
-
狂
繹
繹
暉
呻
当
）

を
債
権
者
に
配
当
す
る
こ
と
は
他
の
破
産
債
権
者
と
の
関
係
で
許

さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
源
泉
徴
収
税
相
当
額
の
優
先
順
位
が
労
働
債
権

（
認
閥
懲
譴
鱗
-
以
）
よ
り
も
低
い
の
で
あ
れ
ば
、
源
泉
徴
収

税
相
当
額
を
含
め
て
配
当
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
労
働
債
権
と
同

順
位
な
い
し
そ
れ
以
下
の
順
位
の
債
権
を
有
す
る
他
の
破
産
債
権

(41) 

者
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
評
者
は
、
第
一
審
・
原
審
判
決
の
よ
う
に
、
源
泉

徴
収
税
債
権
（
暉
狂
紐
匹
噂
）
な
い
し
源
泉
徴
収
税
相
当
額
（
鰐
虹

譴
紐
な
）
を
旧
破
産
法
四
七
条
二
号
但
書
に
基
づ
い
て
財
団
債
権

と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
も
反
対
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
源
泉
徴
収

税
に
つ
い
て
は
確
か
に
支
払
者
（
源
泉
徴
収
義
務
者
）
に
源
泉
徴

収
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
本
来
の
納
税
義
務
者
は
受
給

者
で
あ
り
、
源
泉
徴
収
義
務
の
履
行
は
原
理
的
に
は
あ
く
ま
で
他

人
（
受
給
者
）
の
た
め
の
債
務
の
履
行
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
現
実
の
日
本
の
源
泉
徴
収
制
度
に
お
い
て
は
、
源
泉
徴
収
義

務
者
に
よ
る
源
泉
徴
収
義
務
の
不
履
行
が
直
ち
に
本
来
の
納
税
義

務
者
自
身
の
滞
納
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
ど
こ
ろ
か
、
本
来

の
納
税
義
務
者
か
ら
の
徴
収
は
基
本
的
に
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
源
泉
徴
収
義
務
が
、
源
泉
徴
収
義
務

者
自
身
の
固
有
の
納
税
義
務
と
等
し
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
事

実
上
他
人
へ
の
租
税
の
転
嫁
が
想
定
さ
れ
て
い
る
間
接
税
と
は
異

な
り
、
源
泉
徴
収
税
に
お
い
て
は
法
律
上
本
来
の
納
税
義
務
者
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
破
産
法
と
の
関
係
で
も
、
源
泉
徴
収
税
債
権

な
い
し
源
泉
徴
収
税
相
当
額
を
、
源
泉
徴
収
義
務
者
（
破
産
者
）

自
身
の
納
税
義
務
あ
る
い
は
破
産
財
団
自
体
の
納
税
義
務
と
区
別

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
源
泉
徴
収
税
債
権
な
い
し

源
泉
徴
収
税
相
当
額
が
租
税
債
権
者
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
で
利
益

を
受
け
る
の
は
あ
く
ま
で
労
働
債
権
の
配
当
を
受
け
る
者
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
源
泉
徴
収
税
債
権
な
い
し
源
泉
徴
収
税
相
当

額
を
、
配
当
さ
れ
る
労
働
債
権
の
一
部
と
み
て
、
優
先
順
位
と
の

関
係
で
も
労
働
債
権
と
同
順
位
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考

(42) 

え
る
。そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
源
泉
徴
収
税
相
当
額
が
そ
の
基
因
と
な

っ
て
い
る
労
働
債
権
と
同
順
位
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
判

決
の
よ
う
に
源
泉
徴
収
義
務
を
否
定
し
た
場
合
に
も
、
源
泉
徴
収

税
相
当
額
を
元
従
業
員
に
対
し
て
配
当
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

切
報
酬
に
か
か
る
源
泉
徴
収
税
の
優
先
順
位

本
判
決
は
、
報
酬
に
か
か
る
源
泉
所
得
税
の
債
権
が
旧
破
産
法

四
七
条
二
号
但
書
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の

と
お
り
、
源
泉
徴
収
税
債
権
は
元
来
そ
の
基
因
と
な
る
債
権
の
一

部
を
構
成
し
て
い
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
基
因
と
な
る
債
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権
（
心
認
冠
紐
闘
財
）
と
同
順
位
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
財
団
債
権
と
な
る
の
で
結
論
は
変
わ
ら
な
い
が
、
旧
破

(43) 

産
法
四
七
条
三
号
に
該
当
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

八
そ
の
他
の
問
題

最
後
に
、
本
判
決
で
は
正
面
か
ら
扱
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

が
、
従
来
、
破
産
管
財
人
を
務
め
る
弁
護
士
た
ち
が
強
調
し
て
き

た
、
源
泉
徴
収
に
伴
う
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た

、。
、V

第
一
に
、
従
来
の
実
務
で
破
産
管
財
人
が
源
泉
徴
収
を
行
わ
な

い
こ
と
を
前
提
と
し
て
破
産
管
財
人
の
報
酬
が
決
定
さ
れ
て
い
た

と
す
る
と
、
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
な
い
ま
ま
破
産
管
財
人
に
新

た
に
源
泉
徴
収
義
務
を
課
す
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
、
裁
判
所
が
源
泉
徴
収
義
務
を
否
定
す
る
論
拠
と
な

る
べ
き
で
は
な
い
。
裁
判
所
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
正
し
い
法
解

釈
を
探
求
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
源
泉
徴
収
義
務
が

肯
定
さ
れ
れ
ば
、
（
報
酬
の
額
を
決
定
す
る
）
裁
判
所
が
破
産
管

財
人
の
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
、
破
産
管
財
人
が
新
た
に
源
泉
徴
収
義
務
を
負
う
こ
と

に
よ
り
、
破
産
債
権
者
一
般
の
取
り
分
が
源
泉
徴
収
義
務
に
伴
う

費
用
（
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
伴
う
破
産
管
財
人
報
酬
の
増
額
）
の

分
減
少
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
か
。
本
評
釈
の
立
場
で
は
、
破
産

管
財
人
が
源
泉
徴
収
義
務
を
負
う
場
合
、
そ
れ
に
よ
る
便
益
を
得

る
の
は
支
払
を
受
け
る
本
来
の
納
税
義
務
者
（
琴
芦
恥
）
で
あ
る

(44) 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
労
働
債
権
に
対
す
る
配
当
を
受
け
る
者
の

み
が
便
益
を
得
る
活
動
の
費
用
が
財
団
債
権
と
し
て
弁
済
さ
れ
る

わ
け
で
、
確
か
に
問
題
が
あ
る
が
、
現
行
法
上
は
や
む
を
え
な
い

(45) 

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
判
決
が
費
用
負
担
の
所
在
を
考
慮
せ
ず

に
判
断
を
行
っ
た
こ
と
は
、
正
当
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

(1)

原
告
（
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
「
M
建
設
株
式
会
社
破

産
管
財
人

x」
で
あ
り
、
破
産
管
財
人
が
破
産
会
社
の
法
定

訴
訟
担
当
と
し
て
当
事
者
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
破
産
管
財
人
個
人
が
そ
の
職
務
上
の
義
務
が
存
在

し
な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
い

ず
れ
と
解
す
る
か
は
、
破
産
者
自
身
の
源
泉
徴
収
義
務
の
存

否
に
関
す
る
、
本
判
決
の
読
み
方
に
影
響
す
る
。

(
2
)

最
高
裁
判
所
は
、
本
件
各
処
分
の
相
手
方
が

X
で
あ
る

と
し
て
い
る
が
、
原
審
判
決
及
び
第
一
審
判
決
で
は
、
本
件

各
処
分
の
相
手
方
は
破
産
会
社
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
交

付
要
求
の
相
手
方
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
審
級
に
お
い
て

も
X
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

永
島
正
春
「
破
産
管
財
人
の
源
泉
徴
収
義
務
」
税
務
弘

報
三
六
巻
九
号
一
四
八
頁
（
一
九
八
八
年
）
は
「
私
は
寡
聞

に
し
て
知
ら
な
い
」
と
い
う
。
二

0
0七
年
時
点
の
状
況
に

つ
き
、
全
国
倒
産
処
理
弁
護
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
破
産
管
財

人
の
源
泉
徴
収
義
務
に
関
す
る
実
務
の
扱
い
に
つ
い
て
」
事

業
再
生
と
債
権
管
理
一
―
九
号
四
四
頁
（
二

0
0
八
年
）
参

照。
(
4
)

山
田
治
男
「
配
当
金
支
払
の
実
務
と
問
題
点
」
判
タ
ニ

―
一
号
七
六
頁
(
-
九
六
七
年
）
。
上
野
久
徳
「
破
産
法
と
労

働
関
係
の
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
」
判
タ
ニ

0
二
号
三
一
頁
、

四
三
頁
(
-
九
六
七
年
）
は
、
税
務
署
が
源
泉
徴
収
を
要
求

し
て
く
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
を
強
く
批
判
す
る
。
ま
た
、

社
会
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
交
付
要
求
に
従
っ
て
支
払
う
べ

き
だ
と
さ
れ
る
。

(
5
)

伊
藤
員
『
破
産
法
・
民
事
再
生
法
〔
第
二
版
〕
j

二
四
五

頁
（
二

0
0九
年
）
も
源
泉
徴
収
義
務
を
肯
定
す
る
。

(
6
)

た
だ
し
、
岡
正
晶
「
租
税
等
債
権
と
破
産
」
山
本
克
己

ほ
か
編
「
新
破
産
法
の
理
論
と
実
務
』
一
八
五
頁
、
一
八
八

頁
（
二

0
0
八
年
）
は
、
「
破
産
財
団
か
ら
破
産
管
財
人
報
酬

を
支
払
う
場
合
の
源
泉
徴
収
義
務
に
つ
い
て
は
肯
定
説
が
多

数
で
あ
る
」
と
い
う
。

(
7
)

以
下
、
学
説
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
英
明
「
破
産

手
続
に
お
い
て
支
払
わ
れ
る
賃
金
と
所
得
税
」
税
務
事
例
研

究
六
七
号
二
三
頁
、
三

0
頁
以
下
（
二

0
0
二
年
）
、
近
藤
隆

司
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
七
六
号
一
五
七
頁
（
二

0
0九
年
）

に
多
く
を
負
う
。
佐
藤
教
授
の
そ
の
後
の
検
討
と
し
て
、
佐

藤
英
明
「
破
産
管
財
人
が
負
う
源
泉
徴
収
義
務
再
論
」
税
務

事
例
研
究
一

0
三
号
二
五
頁
（
二

0
0
八
年
）
参
照
。

(
8
)

上
野
久
徳
「
破
産
と
税
金
処
理
」
判
タ
ニ

0
九
号
一
―

四
頁
、
一
―
五
頁
（
一
九
六
七
年
）
。

(
9
)

上
野
・
判
タ
ニ

0
九
号
一
―
五
頁
、
竹
下
重
人
「
税
務

処
理
」
自
由
と
正
義
三
七
巻
六
号
五
二
頁
、
五
四
頁
（
一
九

八
六
年
）
。
た
だ
し
竹
下
弁
護
士
は
、
受
領
者
（
元
従
業
員
）

と
の
関
係
で
は
給
与
等
と
し
て
の
性
質
を
失
わ
な
い
と
述
べ

て
い
る
。

(10)

桐
山
昌
己
・
銀
行
法
務
21
六
七
六
号
四
六
頁
、
四
九
頁

（二

0
0七
年
）
。

(11)

永
島
・
一
五

0
ー
一
五
一
頁
。

(12)

桐
山
・
四
八
ー
四
九
頁
。

(13)

山
本
和
彦
・
金
融
法
務
事
情
一
八
四
五
号
一
―
頁
（
ニ

0
0
八
年
）
。
伊
藤
員
「
破
産
管
財
人
等
の
職
務
と
地
位
」
事

業
再
生
と
債
権
管
理
―
―
九
号
四
頁
（
二

0
0
八
年
）
も
同

旨
か
。

(14)

上
野
・
判
タ
ニ

0
九
号
一
―
五
頁
、
伊
藤
員
ほ
か
『
条

解
破
産
法
』
九
五
二
頁
（
二

0
1
0年）。

(15)

山
本
・
金
融
法
務
事
情
一
八
四
五
号
一
三
頁
。
中
西
正

「
破
産
管
財
人
の
源
泉
徴
収
義
務
」
銀
行
法
務
21
六
七
六
号

五
二
頁
（
二

0
0七
年
）
も
同
旨
か
。

(16)

伊
藤
「
破
産
法
・
民
事
再
生
法
j

二
四
六
頁
。
伊
藤
・

事
業
再
生
と
債
権
管
理
一
―
九
号
一
三
頁
も
同
旨
゜

(17)

山
本
・
金
融
法
務
事
情
一
八
四
五
号
一
四
ー
一
五
頁
。

(18)

永
島
・
一
五
一
ー
一
五
二
頁
。

(19)

佐
藤
・
税
務
事
例
研
究
六
七
号
三
七
頁
。

(20)

佐
藤
・
税
務
事
例
研
究
六
七
号
三
八
頁
。

(21)

佐
藤
・
税
務
事
例
研
究
六
七
号
三
九
ー
四
二
頁
の
記
述

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(22)

岡
正
晶
「
勤
務
先
が
破
産
し
給
料
債
権
の
回
収
不
能
が

生
じ
た
場
合
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
税
務
事
例
研
究
一
〇
六

号
三
七
頁
、
四
四
頁
（
二

0
0八
年
）
。

(23)

古
田
孝
夫
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
三
二
号
一

0
0頁
、
一

0
三
頁
（
二

0
1
―年）。

(
2
4
)
岡
正
晶
・
税
務
事
例
研
究
―
二
四
号
三
二
頁
、
四

0
頁

（二

0
1
―年）。

(25)

後
述
五
⑰
価
を
参
照
。

(26)

山
本
和
彦
・
金
融
法
務
事
情
一
九
一
六
号
五
九
頁
（
ニ

0
-
―
年
）
は
、
判
旨
の
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
理
解
す
べ
き
と
い
う
。
源
泉
徴
収
義
務
は
「
公
法
関
係
に

基
づ
く
も
の
」
で
あ
り
、
「
徴
収
義
務
者
固
有
の
義
務
」
で
あ

る
。
「
そ
の
よ
う
な
義
務
に
つ
い
て
は
、
契
約
上
の
義
務
と
は
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異
な
り
、
当
然
に
破
産
管
財
人
が
承
継
す
る
者
と
は
解
さ
れ

ず
、
そ
の
よ
う
な
承
継
を
認
め
る
に
は
法
律
上
の
特
別
の
根

拠
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
の
場
合
に
そ
の
よ
う
な
根
拠
は
な

い
と
い
え
よ
う
」
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
法
上
の

義
務
で
あ
る
か
ら
承
継
さ
れ
な
い
推
定
が
働
く
と
い
う
の
は

よ
く
分
か
ら
な
い
。

(27)

後
述
の
昭
和
三

0
年
代
の
議
論
が
示
す
よ
う
に
他
の
法

律
構
成
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
評
者
は
以
下

の
二
つ
が
現
行
の
日
本
の
源
泉
徴
収
制
度
の
説
明
と
し
て
適

切
な
選
択
肢
で
あ
る
と
考
え
る
。

(28)

受
託
者
の
破
産
が
信
託
の
終
了
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は

な
い
こ
と
の
指
摘
と
し
て
、
道
垣
内
弘
人
「
最
近
信
託
法
判

例
批
評
⑧
」
金
融
法
務
事
情
一
五
九
八
号
四
二
頁
、
四
五
頁

（二

0
0
0年
）
。
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
の
展
開
に
つ
き
、

加
毛
明
「
受
託
者
破
産
時
に
お
け
る
信
託
財
産
の
処
遇
口
」

法
学
協
会
雑
誌
―
二
四
巻
六
号
二
三
八
七
頁
、
二
三
九
一
頁

以
下
（
二

0
0七
年
）
参
照
。

(29)

民
法
六
五
三
条
参
照
。
た
だ
し
、
立
法
論
と
し
て
は
批

判
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
議
論
状
況
に
つ
き
、
中
島
弘
雅

「
委
任
契
約
」
山
本
克
己
ほ
か
編
「
新
破
産
法
の
理
論
と
実

務
」
ニ
ー
ニ
頁
参
照
。

(30)

片
岡
政
一
『
源
泉
控
除
税
」
（
一
九
三
九
年
）
ー
ニ
五

頁
。
こ
の
文
献
は
、
金
子
宏
「
わ
が
国
の
所
得
税
と
源
泉
徴

収
制
度
」
同
「
所
得
課
税
の
法
と
政
策
j

―
二
五
頁
、
一
三

七
頁
(
-
九
九
六
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）
で
引
用
さ
れ
て

い
る
。

(31)

中
山
治
三
郎
「
源
泉
徴
収
義
務
者
の
法
的
地
位
を
論
ず
」

税
法
学
一
三

0
号
一

0
頁
（
一
九
六
一
年
）
、
竹
内
寅
太
郎

「
中
間
納
税
制
度
と
源
泉
徴
収
義
務
に
つ
い
て
」
税
法
学
一

三
四
号
ニ
ニ
頁
（
一
九
六
二
年
）
等
。

(32)

竹
内
・
前
掲
注

(31)
二
七
頁
は
、
岐
阜
地
判
昭
和
三

一
年
五
月
八
日
下
民
集
七
巻
五
号
一
ー
五
四
頁
が
、
源
泉
徴

収
義
務
者
の
義
務
を
公
法
上
の
委
任
関
係
に
基
づ
く
義
務
で

あ
る
と
解
し
て
い
る
よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
。
同
判
決
は
一

般
論
と
し
て
「
給
与
の
支
払
者
は
国
に
対
し
、
給
与
の
支
払

を
受
け
る
者
か
ら
所
得
税
を
徴
収
し
て
こ
れ
を
国
に
納
付
す

べ
き
義
務
を
負
う
と
同
時
に
、
他
方
給
与
を
受
け
る
者
に
対

し
て
も
右
徴
収
納
付
の
事
務
を
処
理
す
る
に
当
り
善
良
な
る

管
理
者
の
注
意
義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
支
払
者
と
受
給
者
と
の
間
の

法
律
関
係
の
本
質
に
着
目
し
た
貴
重
な
言
説
で
あ
る
。

(33)

堺
澤
良
「
源
泉
徴
収
制
度
の
基
本
的
構
造
と
関
係
当
事

者
の
救
済
」
税
務
大
学
校
論
叢
一

0
号
七
一
頁
、
九
一
頁

（
一
九
七
六
年
）
の
評
価
を
見
よ
。
た
だ
し
、
昭
和
三

0
年

代
ま
で
の
日
本
の
議
論
に
影
響
を
与
え
た
ド
イ
ツ
で
は
、
そ

の
後
も
本
文
に
述
べ
た
よ
う
な
枠
組
み
で
の
議
論
が
継
続
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、

T
r
z
a
s
k
a
l
i
k
,

D
i
e
 S
t
e
u
e
r
,
 

e
r
h
e
b
u
n
g
s
p
f
l
i
c
h
t
e
n
 
P
r
i
v
a
t
e
r
,
 
in 
S
t
o
l
t
e
r
f
o
h
t
 

(
H
r
s
g
.
)
,
 
G
r
u
n
d
f
r
a
g
e
n
 
d
e
s
 
L
o
h
n
s
t
.
e
u
e
r
r
e
c
h
t
s
 

(
1
9
8
6
)

を
参
照
。

(34)

た
と
え
ば
、
源
泉
徴
収
制
度
と
（
破
産
以
外
の
）
他
の

法
制
度
と
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
に
本
判
決
の
射
程

が
及
ぶ
か
否
か
が
問
題
と
な
り
う
る
。

(35)

山
本
和
彦
ほ
か
『
倒
産
法
概
説
〔
第
二
版
〕
』
三
六
三
頁

〔
山
本
和
彦
〕
（
二

0
1
0年
）
。
同
二

0
0頁
〔
沖
野
員
已
〕

に
も
倒
産
管
財
人
一
般
に
つ
き
同
旨
の
記
述
が
あ
る
。
伊
藤

「
破
産
法
・
民
事
再
生
法
」
二
四
八
ー
ニ
五

0
頁
も
、
三
分

類
で
あ
る
が
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

(36)

伊
藤
・
事
業
再
生
と
債
権
管
理
―
―
九
号
四
頁
、
一
―

頁
等
を
参
照
。

(37)

伊
藤
ほ
か
「
条
解
破
産
法
』
九
六
八
頁
は
こ
の
見
解
の

よ
う
で
あ
る
。

(38)

古
田
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
三
二
号
一

0
一
頁
は
こ
の
よ

う
な
事
実
上
の
「
『
密
接
」
性
」
が
決
め
手
に
な
っ
た
と
解
し

て
い
る
が
、
賛
成
で
き
な
い
。

(39)

岡
・
税
務
事
例
研
究
―
二
四
号
三
九
頁
で
も
こ
の
よ
う

な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(40)

古
田
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
三
二
号
一

0
二
頁
も
同
様
の

見
解
を
示
し
て
い
る
。

(41)

伊
藤
ほ
か
「
条
解
破
産
法
』
九
五
四
頁
以
下
は
、
破
産

管
財
人
の
源
泉
徴
収
義
務
を
否
定
し
、
破
産
者
自
身
の
源
泉

徴
収
義
務
を
肯
定
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
給
与
等
に
対
す
る

源
泉
徴
収
税
が
財
団
債
権
で
は
な
く
劣
後
的
破
産
債
権
に
該

当
す
る
と
い
う
（
破
産
法
九
七
条
四
号
↓
九
九
条
一
項
一

号
）
。
し
か
し
、
元
来
給
与
等
の
一
部
を
構
成
す
る
と
の
理
由

で
、
場
合
に
よ
っ
て
、
財
団
債
権
（
破
産
法
一
四
九
条
）
、
優

先
的
破
産
債
権
（
破
産
法
九
八
条
一
項
、
民
法
三

0
六
条
二

項
、
同
三

0
八
条
）
、
な
い
し
劣
後
的
破
産
債
権
に
位
置
づ
け

中
西
・
前
掲
注

(44)
五
五

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(42)

以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
評
者
が
別
途
公
表
す
る
ア
メ

リ
カ
法
に
関
す
る
論
文
「
破
産
管
財
人
の
源
泉
徴
収
義
務
と

源
泉
徴
収
税
債
権
の
優
先
順
位
ー
ア
メ
リ
カ
法
を
素
材
と
し

た
一
考
察
」
（
法
律
時
報
八
四
巻
三
号
掲
載
予
定
）
を
是
非
参

照
さ
れ
た
い
。

(43)

古
田
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
三
二
号
一

0
二
頁
は
、
破
産

財
団
が
財
団
債
権
を
弁
済
す
る
に
不
足
す
る
場
合
に
破
産
管

財
人
の
報
酬
が
公
租
公
課
に
優
先
す
る
と
い
う
一
般
論
（
最

判
昭
和
四
五
年
一

0
月
三

0
日
民
集
二
四
巻
―
一
号
一
六
六

七
頁
）
が
こ
の
場
面
で
も
あ
て
は
ま
る
と
述
べ
る
が
、
評
者

の
考
え
で
は
、
破
産
管
財
人
の
報
酬
と
そ
れ
に
関
す
る
源
泉

徴
収
税
は
同
順
位
で
比
例
的
に
弁
済
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
の
源
泉
徴
収
税
は
、
破
産
法
一
四
八
条
一
項

三
号
で
は
な
く
二
号
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(44)

中
西
正
「
破
産
法
に
お
け
る
費
用
分
配
の
基
準
」
民
事

訴
訟
雑
誌
五
五
号
二
八
頁
、
五
三
頁
以
下
（
二

0
0九
年
）

で
は
租
税
債
権
者
が
便
益
を
得
る
と
と
ら
え
て
い
る
が
、
自

ら
申
告
納
付
す
る
手
間
が
省
け
る
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
本

来
の
納
税
義
務
者
が
便
益
を
得
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

、。ヵ
(45)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

ー
五
六
頁
の
指
摘
を
参
照
。
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